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業員は複数の異なる工程を受け持
つ多能工となることができ、多品
種少量生産により対応しやすい体
制を確立することができた。
　また、２工程を１工程としたこと
で、フライス加工時の脱着による
破損がなくなり、製品の品質向上
に繋がった。
　生産性についてもデータを収集、
分析したところ、旋盤・フライス加
工の工程での生産効率が20％向上
したことが判明した。
　旋盤加工からフライス加工への
移動後の加工待ち時間を含めると、
製造オーダーから完成までの期間
が大幅に低減されることとなり、当
社が目指してきた「短納期」に当事
業が貢献することとなった。

 ４   今後の展望

　当社が生産する油圧シリンダは、

金属製品・加工機械、自動車特装
車、船舶、合成樹脂加工機械に使
われる。その生産割合は、シリン
ダ全体の10％以下で、さらに特注
品のオーダーメイドを手がける当社
の市場は非常にニッチである。しか
し、ニッチゆえに、当社しかできな
いことは多く、求められるニーズは
あると考えている。
　その一つが、製品のアフターメ
ンテナンスである。使用条件や頻
度に適したメンテナンスを施せば
シリンダは長寿命化し、顧客の
トータルコスト削減に貢献するこ
とができる。
　当社は、機械の進化や効率化に
よって生まれたゆとりをもとに、
企画や提案、アフターメンテナ
ンスの充実など、「人にしかでき
ない新しい価値の創造」を進め
ていく。

NC複合旋盤を導入し、効率的に高品質な
カスタムメイドの油圧シリンダを生産

 １   会社の概要

　創業時から油圧シリンダを手がけ
る当社は、もともとは大手メーカーの
下請けとして標準品を中心として油圧
シリンダを作ってきた。そのなかで、
顧客の要望に応え、ノウハウを少しず
つ蓄積し、加工用機械を揃えてきた。
　現在、顧客の要望に合わせた受
注生産で、多品種少量生産の特殊
油圧シリンダの製造が可能な体制
を確立した。当社が手がける一般
産業機械向けの特殊油圧シリンダ
は、一般的な油圧シリンダ製造業
者は手がけない分野のため、当社
は特殊油圧シリンダとカスタマイズ
シリンダの分野で、県内で非常に
優位な立場にいる。
　当社の特長が「短納期」である。
設計から加工、研磨、組み立て、
検査、塗装まで、すべての工程を
社内で一貫生産し、製品を顧客に
直接届ける体制が、短納期を可能
にしている。また現場作業員が作
業進捗をiPodに入力して、工程管

導入されたNC複合旋盤

理を一元管理のほか、最終工程（出
荷）から逆算して納期を設定する
PULL生産方式や、５S活動など効
率化に取り組んできた。

 ２   補助金事業の内容

　当社の手がける特殊油圧シリンダ
は、再注文でない限り同じものを作
ることがない。ほとんどのシリンダ
は一点物である。多品種少量生産
の場合、幅広い製品の生産に対応
する必要があるため、当社は加工用
の機械として、専用機械ではなく汎
用性の高い機械を導入してきた。こ
のような汎用機械の操作は、作業者
の熟練した技術に頼ることとなる。
　また、多品種の油圧シリンダ生産
が同時に進行するため、加工工程の
管理は複雑となり、少しのズレから
機械を使用する待ち時間や段取りに
時間が取られるという課題もあった。
　そこで、今回の事業では、NC複
合旋盤を導入することにした。この
機械は、この油圧シリンダの部品「ピ
ストンロッド」のシャフト部分の加

工に使われる。「旋盤加工」と「フ
ライス加工」という２工程にこの１
台で対応する。
　「旋盤加工」は、回転させた円柱
状の材料に、バイトと呼ばれる刃物
をあてて、材料を削る加工である。「フ
ライス加工」とは、回転させた工具で、
材料を切削する加工方法である。
　従来は、旋盤からフライスの工程
に移動する際、作業員が手作業で
材料を取り外して運んでいた。この
際、旋盤加工で発生した鉄の粉や
機械からの脱着の際のわずかな衝
撃で、シャフト表面に傷がつくことが
ある。油圧シリンダのシャフトとシャ
フトが入るブッシュ部との隙間は20
～ 30ミクロン程度しかなく、ほんの
微細な傷もピストンロッドの不具合
に繋がるため、問題となっていた。
　また、フライス加工に使用してい
た汎用フライス盤は従来、熟練し
た技術が必要だったため、今後の
技術伝承も問題となっていた。

 ３   補助金事業の成果

　2014年12月には、NC複合機導
入にあたって工程や工場内のレイア
ウトを変更。2015年１月からこの複
合機を使った生産が始まった。
　このNC複合機は、NC（数値制
御）加工が可能なため、数値を合
わせれば経験の浅い作業員も操作
することができる。このため、熟練
作業員への依存度が低下した。作
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●品質の向上に繋がった
● 熟練の必要な作業が数値制

御できるようになったことから
品質が安定し、 技術継承問
題が解決した

●1工程削減が可能となり、生
産効率が向上した
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